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コーティング・コンソーシアムの活動報告

トピックス

　コーティング・コンソーシアム（略称：CoCo）は、	
（一社）日本塗料工業会、日本塗装機械工業会、（一社）
国際工業塗装高度化推進会議により設立された新たな
プロジェクトです。このCoCoが設立された経緯と、
今回手始めに取り組んだ「CO2 排出量の意識調査アン
ケート」についてご紹介します。
　工業塗装を取り巻く情勢は、従来からの環境問題や
少子高齢化問題に加え、SDGsや脱炭素をターゲット
としたカーボンニュートラル推進、IoT・DX化が求
められています。また、中小企業の後継者問題は工業
塗装にとっても重要な問題であり、次世代への継承の
ため工業塗装の価値を再認識し伝えていかなければな
りません。これらの諸問題は、工業塗装企業だけで取
り組むのではなく、塗料メーカー・塗装機器設備メー
カーとの連携、専門家・有識者・学術関係者などの協
力も必要であると考えます。この繋がりを強固にして、
さらなる科学技術の進展により、工業塗装が社会貢献
度の高い存在となるために、CoCoは設立されました。
◆理念と目的
　『サステナブル社会に向けた塗料・塗装業界の先進
的な取組み』を理念とし、目的は以下の3点にまとめ
ています。
①塗料・塗装による価値を発信するため、業界の繋が
りを図る。

②業界外には認知の向上を、業界内には自信と誇りを
醸成する。

③行政を含む窓口となるべく、先進事業に取り組む。
◆事業への取組み
　現段階では、以下4点を課題として着手しています。
①塗料・塗装が社会に貢献している姿を発信する。
	 →各団体の会員から事例を収集し共有する。
②一例として、橋梁など社会資本を支えている防食塗
料・塗装が、CO2 削減に貢献していることを実績と
して示す。→改めて行政・ユーザーへアピールする。

③「つくる～ぬる」のLCA算出モデルを作成する。
④さらに、塗料・塗装業界としてベクトルを合わせ、
カーボンニュートラルへの業界宣言を発せられる
ように取組む。

　上記課題のうち③、④に取り組むにあたって、現時
点でCO2 排出に関して工業塗装業界のみなさまがど
のくらい取り組まれているのか、意識されているのか
を知り、適切な課題解決に役立てようとの意図からア
ンケートを実施しました。
◆CO2 排出量の意識調査アンケート
　アンケート実施に先立ち、工業塗装におけるCO2
排出源の排出係数を算出しました。日本塗料工業会で、
代表的な工業塗料 11種類のCO2 排出係数を算定しま
した。次に工業塗装の塗装プロセスでの熱源となる電

気・ガスのCO2 排出係数、前処理や廃棄物のCO2 排
出係数を調査しました。電気・ガスは地域による違い
があり、前処理・廃棄物は詳細に作成されたものはま
だなく、文献上発表されているものを用いることとし
ました。
◆調査内容
期間：2023年 4月 17日（月）～ 6月 16日（金）
対象：工業塗装事業者の皆様
方法：インターネット、関係者訪問による紙面回答
　本紙面上ではアンケート結果の一部を説明させてい
ただきます。
◆CO2 削減に取り組んでいるか（図１）
　現時点でCO2 削減に取り組んでいるかという問い
に対しては、取り組んでいない事業者が 63%と半数
を超えました。その理由として「今は考えていない」
が大半を占めました。カーボンニュートラルへの取
組みは 2015 年国連サミットで「持続可能な開発目標
（SDGs）」が採択され、日本でも 2050 年までにCO2
排出量を実質ゼロとする目標が宣言されるなど、サス
テナビリティへの意識は高まっているものの、人手や
資金不足などを含め、各事業所において優先度は低い
現状が明らかとなりました。
◆CO2 排出割合（図２）
　工程別のCO2 排出割合調査では“塗料製造による
もの”、“電気”、“ガス”の3項目で全体の 90%を占め、
ライン全体の排出量が少ない事業者では塗料製造によ
るもの、排出量が多い事業者ではガス・電気の割合が
多いなど、ライン全体の排出量により、効果的な対策
は異なることが考えられました。
◆CO2 削減目標（図３）
　CO2 削減目標を設定している企業の設定目標は、
2025 年までに 50%削減から 2030 年までに 10%削減

図１　CO2削減に取り組んでいるか
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図２　CO2総排出量と排出割合

図３　CO2削減目標　目標年限と目標値

まで様々でありました。
◆今後の展開
　今回のアンケートにより、母数は少ないものの各工
業塗装企業の実態とCO2 排出源の傾向が読み取るこ
とができました。ここまでがステップⅠとなります。
　ステップⅡでは、アンケートによる実態調査を定期
的に実施し定点観測を行いながら、CO2 排出量をどの
ように減らしていくのか等を検討する予定としていま
す。世界の潮流である「脱炭素」は、マテリアル、エ
ネルギーいずれも塗料・塗装業界が直面する重要課題
です。また、塗料が、すべて塗膜として使えないのは、
もったいないことであり、特に工業塗装での排出や産
廃部分が大きいため、実態を把握し、それをもとに塗
料・塗装・塗装機器設備の改善・革新・高度化を推進
していきます。

　アンケート結果レポートでは巻末に塗料・塗装・機
器といった着眼点の異なる 3つの方向性からCO2 削
減事例を紹介しているので、各社状況に合わせて取組
みへのヒントとしていただければ幸いです。文末の
QRコードよりご参照・ご活用ください。

CO2 排出量に関わる意識調査アンケート報告書
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組合だより  

２０２４年新年賀詞交歓会を開催致しました。 

２０２４年１月２６日（金）に下記会場にて、新年賀詞交歓会を開催することができましたので概略をご報告

いたします。 

＜新年賀詞交歓会＞ 

開催場所：第一ホテル東京 ２１階 「ルミエール」の間 

開催時間： １６：００～１７：３０ 

ご 来 賓： １５名 

出 席 者： ３５名 

総   数： ５０名 

 

司会の立花立花が開催を宣言し、２０２４年１月１日に発生した能登半島地震で亡くなられて多くの方のご冥

福と被災した方々へのお見舞いのため、出席者一同にて黙祷を捧げました。 

その後、理事長 長谷川 智久が、ダーウィンの「最も強いものが生き残るのではなく、最も変化に敏感なもの

が生き残る」という言葉を引用し、我々も現在の習慣にとらわれず、新しいことにチャレンジして行きたいと

新年の挨拶を行いました。 

  

                      理事長  長谷川 智久 

続いて、ご来賓を代表し２名の方にご挨拶を賜りました。 

最初に経済産業省製造産業局素材産業課 課長補佐  井出 大士様より新年のご挨拶を賜り、産業界の現状を踏

まえ、経済産業省の施策を含めご挨拶とご説明を賜りました。 

お二人目として、当組合の発足当時よりお世話になっています全国中小企業団体中央会の事務局次長 佐久間 

一浩様よりご挨拶を賜りご来賓の挨拶を終了し、乾杯に移り日本塗装機械工業会 副会長 服部 修一様のご発

声により乾杯を行いました。 

             経済産業省 素

材産業課 課長補佐 井出 大志様    日本塗装機械工業会副会長 服部 修一様 
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乾杯の後、相互の親睦を深めていただくべく、歓談の時間とご挨拶を頂戴した方以外のご来賓の方々のご紹介

をさせていただきました。 

新型コロナウイルス感染症が 5 類に移行して最初の新年賀詞交歓会でしたが、事務局の調整の不備もあり、関

連団体の下部組織の新年賀詞交歓会と重複したことで、ご参加者数は予想を下回ってしまいましたが、ご多忙

な折にもかかわらず 50名の方にお集まりいただけたことは喜ばしいことでした。 

次回この様にお集まりいただける機会は、5 月 21 日（火）に開催を予定しております第 28 期の通常総会とな

りますので、是非ご参加賜りますようお願い申し上げます。 

         
 

以上 
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-新規入会組合員のご紹介- 

 

2024年 9月に理事の承認を得て新たに当組合メンバーとしてご入会が有りましたので御紹介させていただきます。 

＜新規ご入会法人様情報＞ 

 

法人名 ：ＳＥＩＳＨＩＮ株式会社 

代表者 ：代表取締役社長 望月 聖之 

住 所 ：静岡県静岡市駿河区弥生町 2番 58号 

電 話 ：054‐204-1100 

事業内容：各種塗料・溶剤・化学薬品、塗装関連用品、塗装関連機器・設備の販売 

     工業用塗料の調色工場での製造 

     作業環境改善製品、抗菌・抗ウイルス関連、カーマット販売 

 

＜代表者様からのご挨拶＞ 

この度、日本パウダーコーティング協同組合の組合員となりましたＳＥＩＳＨＩＮ株式会社の 

望月でございます。静清塗料株式会社としては既に組合員として微力ながら業界の発展に貢献すべく努力をして

おりますが、この度はグループ会社であるＳＥＩＳＨＩＮ株式会社も組合員となり、更なる粉体塗料/塗装の拡

大に貢献すべく、グループ一丸となって挑戦を続けて参りますので、今後とも皆様の変わらぬお引き立てを賜り

ますようお願い申し上げます。 

以下に弊社についてのご紹介をさせていただきます。 

 

＜経営理念＞ 

PHILOSOPHY 

多くの人に必要とされ多くの人に幸せをお届けする 

1. Mission 

世界の未来を彩る 

お取引様のお力を借りながら、社会を・人を・時代を彩るお手伝いをします。 

2. Vision 

塗料の枠を超えた新しい価値の提供 

これまでの事業（塗料、化成品、設備など）における基盤を大切にし、 

かつ強化しながらこれまでの事業にとらわれず、新しい目線でお取引先様ほか、 

多くの方に期待される価値を創造・提供してまいります。 

3. Value 

Challenge・Change・Chanceを軸に誠意と感謝を持って挑戦し続ける 

Challenge 

失敗を恐れることなく、変えることへの喜びをもって挑戦する 

Change 

現状にとらわれることなく、皆様の信頼と期待に応えるべく変革する 

Chance 

何事においても好機ととらえ、どうすれば出来るかを情熱を持って取り組む 
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＜事業について＞ 

 弊社では、以下の 4つの分野を中心に事業を展開し社会に貢献すべく努力を続けています。 

１．塗料関連事業 

   色彩やコスト、用途など塗料や塗装を見直すきっかけは多種多様です。 

お客様のご要望をお伺いし、最適な塗料や塗装機器、塗装システム、設備・工程の 

ご提案をさせていただきます。 

２．作業環境改善事業 

   作業環境や安全衛生の改善、向上を図れる製品を扱っています。 

「床への漏洩を防ぎたい」「立ち仕事の疲労を軽減したい」など、お客様の不満・不安を 

解消いたします。現場で実際にサンプルをご利用いただき、効果を実感してから導入 

することも可能です。 

３．抗菌・抗ウイルス関連事業 

   新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、感染症対策への意識が高まっています。 

「安心安全な環境を提供したい/お客様の健康を守りたい」という想いから、抗菌・ 

抗ウイルス対策をご提案させていただいております。 

４．カーマット販売事業 

   当社ブランド”レゴプラ”は国産カーマットメーカーとしてお客様に喜んでいただける商品開発を行な

っております。 

 

       
   

                            ＳＥＩＳＨＩＮ株式会社  

                             代表取締役社長 望月 聖之 
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「富士黎明」
　山小屋を午前３時過ぎに出発し、夜明け前に撮影ス
ポットに到着した。やがて、東の空が白みだし始める
と富士山がくっきりと姿を現した。天空は徐々に黄金
色に染まり荘厳な景色と化した（南アルプス南部「中
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